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⇒業務進捗注視⇒業務進捗注視 ⇒自立支援⇒自立支援

■ビタミンＣの王様アセローラの里へ名乗り
　創業から今年で24年、アセローラを本部町の特産
品に育てあげた農業生産法人アセローラフレッシュは、
地元農家30軒と契約してアセローラを栽培し、ドリンク
やピューレなど多くの商品を製造・販売している。実が
日持ちしないという弱点を逆手に取って、新鮮なアセロ
ーラを地元で味わってもらおうと収穫体験など観光と
結びつけた展開も行っている。町で
は収穫（５～10月）が始まる５月12日
を「アセローラの日」に制定し、町内
小中学校の給食にアセローラゼリー
を出すなど、教育における地産地消
にも取り組んでいる。
　アセローラはビタミンC含有量が
果樹の中で最も高く、一粒にレモン５
個分のビタミンCが含まれている。
「夫で創業者の故並里康文が琉球
大学農学部の学生だった頃、米国で
のビタミンＣブームを知りアセローラに注目しました。
10年後には日本にもブームがくる。それまでに故郷・本
部町をアセローラの産地にするのが夢でした」と語る
現代表取締役の並里哲子氏。アセローラの栽培地と
して沖縄が適地であること、また農閑期の夏に５～６回
も収穫できる点も農産物としての可能性を確信させた。
重労働のさとうきび作に代わる作物として農家に熱心
に紹介した結果、本部町で８軒の農家の協力を得てア
セローラフレッシュを創業、以来、農家の育成や栽培技
術の向上、加工・販売に取り組んできた。
　栽培に当たっては「従来３mほどになる木ですが、剪
定を繰り返して１～１.5mほどに低くしました。沖縄で作
るので台風に強い作物にと考えるわけです。低くする
ことで倒木を防げますし、結果として高齢者でも楽に収

穫できるようになりました」。露地栽培でハウス設備や
農薬散布も要らないうえ、一粒一粒手で収穫するとい
う丁寧な作業は高齢者に向いていた。
■ポリフェノールの赤色の魅力が特徴
　商品化においては赤色を安定的に出すことが大きな
課題となった。「ピューレを作っている間に教えられたの
が他の食物にはない赤色の魅力。これはポリフェノール

なんです。でもこの色を出すのが大変
でした。こだわったのは収穫時間と搾
るタイミング。午前と午後でも搾る時
間で色が違うんです。今は同じ色を出
すことができるようになりましたが、こ
こに辿り着くまで時間がかかりました」
と哲子氏は語る。
■創業者康文氏のふるさとへの想い
　農家と密着した栽培普及の努力が
実り、本部町はアセローラの里として
知名度を高め、2008年には県から拠

点産地として認定を受けた。その矢先、2009年に康文
氏が他界。二人三脚で頑張ってきた妻の哲子氏が新
代表に就任した。「彼が言ってきたことが、いま形にな
ってきた。その夢を中途半端で終わらせたくない。みん
なと協力してアセローラを大きな産業へ育てたい」と
語る。商品開発にも意欲的で、今年は、沖縄県産業振
興公社の支援を受けドリンクとソースを商品化した。夫
婦２人で始めたアセローラ栽培が地元に育まれて国産
アセローラの一大産地へと成長を遂げている。
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指示・命令に従わなければ不利益なことが起こるという「恐怖」を利用した管理型マネジメントが今
なお残っていないか。一方で若手社員も、依存心が高く、指示しないと動かない管理されたがる社
員ばかりになっていないか。自立型人材をどう育成するかが本来のマネジメントだ。

　私が東京での社会生活を終え、沖縄に帰ってき
てから驚いたことの一つに、管理されたがる若者が
意外に多いということがあった。「指示されてないか
ら」「プロジェクト管理は上司の仕事」「上司に聞か
ないと」といった具合だ。人としては寛容で協調性も
高い人が多いと思うが、こと仕事となると、公務員志
向に代表されるような「安全」「依存」志向の強さは
組織競争力の妨げになる。また、上司側も旧態依然
とした指導・命令的なマネジメントスタイルが組織の
主流となっている気がする。
　本土企業の多くが、バブル期を経て、管理型マネ
ジメントスタイルから脱却し、新たな人材育成の仕組
みを模索する中にあって、沖縄では組織で人が成
長しにくい状況が続いているとみられる。右肩上がり
の成長期には指導・命令型の管理マネジメントも有
効だったと思うが、観光客数の増加も踊り場を迎え
た今、人材育成に関する意識を大きく転換できない
企業は時代に取り残されていくはずだ。
●イチロー選手をいかすようなマネジメントが必要
　広く知られている人材の分類方法を例に考えると、
本来細かな業務管理が必要なのは業務スキルが
低い段階と考えられる。スキルもやる気も低いＤクラ
ス（右図参照）段階は、特に時間をかけて細かく指
示を出し、業務フォローする必要がある。また、個人
的には、一番手がかかるのがＣクラスのレベルだと
思っている。スキルがまだ十分ではないにもかかわら
ず、やる気があるので“暴走”してしまうのだ。社内に
いつもトラブルを起こす人がいないだろうか･･･。この
タイプは日々 声かけしつつスケジュールを把握し、常
に注視しておかなければならない。
　一方で、マネージャーの腕の見せどころが、スキル
は高いがやる気の低いＢクラスの人の精神的支援

である。プロ野球の野村克也元監督も、この層を重
視することで野村再生工場と評価されるに至った
のは有名な話だ。管理の基本は恐怖ではなく、尊
敬であり、人として信頼関係を構築することで、本
来の能力を開花させてあげるわけだ。そして、Ａクラ
スについては、自立できているタイプなので、仕事を
しやすい環境を整えてあげるだけで十分であろう。
プロ野球に例えるならイチロー選手タイプとなろうが、
あのイチロー選手でさえも当初は管理型マネジメン
ト下では能力を発揮できなかった。
　沖縄の場合も、有能で高いスキルをもった若者が
多いと思うが、これを古い管理型マネジメント手法で
画一的に統治しようとすると、Ａ・Ｂクラスに達した人
材を潰してしまう。実は、これが沖縄の組織で人が
成長しにくいという悲劇の根源になっているのでは
ないかと考えている。
　では、会社への同化を嫌う一方で、管理されたが
る若者達を自立させるべく、どう指導すべきか。次回
は、その解決手法のひとつでもあるメンタリング・マネ
ジメント等について考えてみたい。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

アセローラの赤色と、女性らしく優しい
パッケージデザインが印象的

管理されたがらない人材の育成
Part.1

代表取締役　並里 哲子氏

サトウキビ作に代わる新たな作物・アセローラ。
本部町のブランドとして多彩に展開したい。

農業者主導 アセローラ栽培による地域産業の振興

連携パターン 参入のきっかけ

農業生産法人 株式会社アセローラフレッシュ

問い合わせ先 問い合わせ先 

農業生産法人 株式会社アセローラフレッシュ
沖縄県本部町並里52-2〒905-0222

TEL 0980-47-2505　FAX 0980-47-2043
URL  http://acerola-fresh.jp/


